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５．【参考資料】 

平成 23年度河内長野市『教育の重点』の体系 

  河内長野市教育立市宣言 



<

知>

幅
広
い
知
識
と
教
養
、
真
理
を
求

め
る
態
度
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。 

<

徳>

豊
か
な
情
操
や
道
徳
心
が
身
に
つ

い
て
い
ま
す
。 

<

体>

健
康
な
体
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。 

<

公>

社
会
の
一
員
と
し
て
の
資
質
の
基

礎
が
養
わ
れ
て
い
ま
す
。 

<

協>

人
と
の
つ
な
が
り
や
仲
間
づ
く
り

の
大
切
さ
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。 

<

郷>

自
分
た
ち
の
住
む 

地
域
の
こ
と
を 

学
ぶ
意
欲
に 

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

 

  
No 平成２３年度の主な取り組み 

担
当
課 

1 
幼小連携の充実 
連続プログラムの作成 

学
校
教
育
課 

2 
ＩＣＴ機器の有効活用の推進 
ＩＣＴ支援員の派遣 

3 
英語教育・学習の実施  
「使える英語プロジェクト」モデル事業の実施 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの実施 

4 
道徳教育の充実  
「全国小学校道徳教育研究大会」の開催 

5 
体力向上の取組みの充実  
ニュースポーツ等を活用した取組みを推進 

6 
人権教育の充実  

「大阪府人権教育研究会南河内大会」の開催 

7 
支援教育体制の構築 

支援教育充実のためのﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｯﾌの配置 

8 
ふるさと学の推進 

副読本「かわちながの物語」を利用した授業の実施 

9 
食育の推進 

栄養教諭による授業の実施 

10 
中学校における昼食の充実   
河内長野方式による中学校給食のモデル実施 

11 
小中一貫教育の推進  
小中一貫教育（つながりアップ）モデル事業の実施 

12 
学校運営協議会（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ）制度の導入 
学校運営協議会モデル事業の実施 

1 

1

１ 

学校施設の耐震化の推進 

教
育
総
務
課 

2 学校施設設備改善基本計画の策定 

3 学校図書の充実・小学校蔵書システムの導入 

4 学校ＩＣＴの環境整備 

5 小学校校庭芝生化モデル実施の検証 

6 教育環境確保のための小学校統合の推進 

7 
学校安全管理員と電気錠併用による小学校校門

の安全管理の推進 

1 青少年育成活動の充実 
青
少
年
育
成
課 

2 放課後児童会の充実 

3 青少年の体験活動の充実 

4 安全安心な遊び場の充実 

1 生涯学習アドバイザーの配置 

生
涯
学
習
課 

2 生涯学習人材育成事業の推進 

3 ミュージパークネットの推進 

4 社会教育課題対応事業の推進 

5 (仮称)河内長野市民大学「玄理」塾の推進 

6 家庭教育支援事業の推進 

7 スポーツを通じた地域交流事業の実施 

8 総合型地域スポーツクラブの推進 

9 スポーツ施設の改修整備 

1 烏帽子形城跡の調査の推進 

ふ
る
さ
と
文
化
課 

2 文化財保存事業の推進 

3 滝畑ふるさと文化財の森活用事業の推進 

4 ふるさと歴史学習館の活用事業の推進 

5 歴史資料デジタル化の推進 

6 舞台芸術にふれることができる事業の開催 

7 市民の文化活動への支援 

8 多文化理解教育の推進 

9 国際交流協会支援事業の推進 

1 図書館の年末年始における開館日を増 
図
書
館 

2 新「子ども読書活動推進計画」の推進 

3 読み聞かせボランティアの養成講座の開催 

<

知>

絵
本
が
大
好
き
な
子 

 

<

徳>

き
ま
り
を
守
っ
て
、
友
達
ど
う

し
仲
良
く
で
き
る
子 

<

体>

早
寝
早
起
き
、
し
っ
か
り
食
事

が
で
き
る
子 

<

公>

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子 

<

協>

助
け
合
い
が
で
き
る
子 

<

郷>

ま
わ
り
の
人
や
自
然
が
好
き
な 

子 

<

知>

社
会
に
役
立
つ
幅
広
い
知
識
と
教
養
、
真
理
を

求
め
る
態
度
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。 

<

徳>

人
と
し
て
の
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
が
身
に
つ

き
、
倫
理
観
、
マ
ナ
ー
、
人
権
尊
重
の
姿
勢
を
持

っ
て
自
分
な
り
の
役
割
を
担
お
う
と
す
る
意
欲
が

あ
り
ま
す
。 

<

体>

規
則
正
し
い
生
活
の
も
と
に
健
康
な
体
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。 

<

公>

公
共
の
精
神
を
育
み
、
地
域
の
行
事
や
体
験
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 
<

協>

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
社
会
の
た

め
に
協
働
し
て
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ

り
ま
す
。 

<

郷>

自
然
・
伝
統
・
文
化
を
守
り
、
郷
土
を
愛
し
、
国

際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し

て
い
ま
す
。 

 

<

知>

書
籍
や
Ｉ
Ｔ
機
器
な
ど
を
活
用
し
て
幅
広
い
知
識

と
教
養
、
真
理
を
求
め
る
態
度
を
身
に
つ
け
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

<

徳>

豊
か
な
情
操
や
道
徳
心
、
倫
理
観
、
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
、
次
世
代
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

<

体>

規
則
正
し
く
健
康
的
な
生
活
を
送
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
を
維
持
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

<

公>

公
共
の
精
神
に
基
づ
き
、
勤
労
を
尊
び
社
会
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

<

協>

ま
ち
づ
く
り
の
「
場
」
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
社
会
の
た
め
に
協
働
し
て
貢
献
し
て
い

ま
す
。 

<

郷>

郷
土
の
自
然
を
愛
し
、
伝
統
や
歴
史
遺
産
や
文
化

財
を
大
切
に
、
先
人
の
営
み
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

    

重点目標１０．市立図書館や公民館図書室の充実 

 
重点目標１１．子どもたちや市民の読書活動の推進 

 

重点目標 ２．市民のニーズに応じた教育や学びの場の提供 

 

重点目標 １．青少年の大人への健全な成長を支援する体制づくり 

重点目標 ２．子どもたちの「生きる力」の育成支援 

重点目標 ５．スポーツ施設の充実  

重点目標 １．市民のニーズに応じた教育や学びの場への支援体制の充実 

重点目標 ４．市民の健康保持、体力向上のためのスポーツの普及・啓発の推進 

重点目標 ３．教育支援活動の促進 

重点目標１２．危機管理の設備整備等の推進 

重点目標１１．学校教育を支える条件整備の推進 

重点目標１０．安全・安心な学校施設整備の推進 

重点目標 ６．伝統・文化・国際理解等特色ある学習の定着 

重点目標 ７．食に関する指導の充実 

重点目標 ９．信頼される学校づくり（学校・家庭・地域の連携協力） 

 

重点目標 ８．豊かな未来を築く力をはぐくむ指導体制の充実 

重点目標 １． 幼児教育・就学前教育の充実 

重点目標 １．確かな学力の定着 

重点目標 ２．豊かな情操と道徳心の定着 

重点目標 ５．支援教育の充実 

重点目標 ３．健やかな身体づくりの充実 

重点目標 ４．人権尊重の精神の涵養 

重点目標 ６．文化遺産の保存・継承 

重点目標 ７．文化遺産の活用 

重点目標 ８．文化創造活動の活性化への支援 

重点目標 ９．多文化共生への支援 



 

 

私たちは、未来の宝として、学ぶ意欲に富み、心やさしくたくましい子どもたち

を育てます。 

私たちは、人を大切にする人権感覚の豊かな子どもたちを育てます。 

私たちは、家庭の力、地域の力、学校の力など、市民の力のつながりを大切にし、

市の未来を担う人となります。 

 

私たちは、わがまち河内長野の伝統や文化を大切にし、ふるさとや地域を愛する

市民となります。 

私たちは、豊かな学びの場のもとに、生涯にわたって学び続け、自らの人生を充

実させるとともに、学びの成果を活かして社会に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内長野市は、美しい自然、豊かな伝統や文化に包まれたまちとして歴史を築くと

ともに、市制施行以来、さまざまな都市基盤の充実に努めてきました。 

日本の社会は、人口の減少や少子高齢化の到来の中で、技術革新、産業構造の変化、

情報化、国際化などがよりいっそう進展した知識
ち し き

基盤
き ば ん

社会
しゃかい

へと移行していきます。 

このような大きな変化の中にあって、一人ひとりの健康で充実した人生のため、市

民自らの意思と行動で、学びの場や機会を創出する生涯学習社会の構築が必要です。 

そして、「わがまち河内長野」の活力を維持・充実させ、まちの魅力をさらに高める

ためには、人々の根源的な営みである教育に大きな力を注ぎ、地域社会を再生させる

ことを通じて、都市基盤を、潤いと魅力と夢があふれる生活基盤へと向上させなけれ

ばなりません。 

私たちは、教育が果たすべき役割を自覚し、人々が創り上げた教育の理念や目標を

ふまえ、市の発展、まちづくりの柱として教育を据え、その振興に向けて、市民総意

のもとで協働して取り組むため、ここに教育立市宣言を行います。 



 

 

 

 

 

 

 


